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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第71期

第２四半期
連結累計期間

第72期
第２四半期
連結累計期間

第71期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日

自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 (百万円) 42,404 59,352 86,397

経常利益 (百万円) 4,679 11,196 10,200

親会社株主に帰属する四半期(当
期)純利益

(百万円) 3,264 7,884 7,054

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 970 11,647 9,764

純資産額 (百万円) 128,243 141,251 130,947

総資産額 (百万円) 152,212 174,776 158,406

１株当たり四半期(当期)純利益金
額

(円) 34.59 88.14 76.19

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 32.22 81.86 70.90

自己資本比率 (％) 84.1 80.7 82.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 9,165 4,017 17,380

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △6,945 △4,780 △10,160

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △4,825 △1,371 △10,916

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 55,210 53,564 55,358

 

回次
第71期

第２四半期
連結会計期間

第72期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成28年７月１日
至　平成28年９月30日

自　平成29年７月１日
至　平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 12.39 44.73

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な変

更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気回復基調が続き、設備投資は堅調に推移しました。世界

経済は、欧州では緩やかな景気回復が持続し、北米では企業収益の改善を背景に製造業に持ち直しの動きが続きま

した。中国でも景気は持ち直し、製造業の設備投資に回復の動きが見られました。

このような環境のなかで、当グループは、『お客様に感動を！』のコーポレートスローガンのもと、変革にチャ

レンジし、世界有数のロボットメーカーとして独創性の高い製品開発に取り組むとともに、スピード経営を推進

し、価格競争力の高い製品のタイムリーな市場投入に努めてまいりました。また、グループ会社間の連携及び代理

店網の拡充による国内外の販売・サービス体制の強化やソリューション営業の推進により顧客満足度の向上に努め

るとともに、サプライチェーンの強化や生産改革による徹底したＱＣＤ（品質・コスト・納期）の追求に取り組

み、収益性の向上を目指してまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は59,352百万円となり、前第２四半期連結累計期間と比

べて16,947百万円（40.0％）増加いたしました。また、営業利益は10,688百万円（前年同四半期比118.5％増）、

経常利益は11,196百万円（前年同四半期比139.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は7,884百万円（前年

同四半期比141.5％増）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

ロボットソリューション

世界的景況感の改善に伴い、電子機器全般が堅調に推移し需要が拡大しました。業績を押し上げたのはスマート

フォン、車載であり、更には家電、ＩｏＴ機器も堅調でした。地域で見ると特に、中国市場が大きく伸びまし

た。この結果、売上高は52,453百万円となり、前第２四半期連結累計期間と比べて15,573百万円（42.2％）増加

し、営業利益は12,352百万円（前年同四半期比69.0％増）となりました。

 

工作機械

国内外共に設備投資への強い姿勢がうかがえました。中国の需要増には販売体制が十分に構築できませんでした

が、国内の設備投資及び米国の自動車関連設備投資が堅調でした。この結果、売上高は5,915百万円となり、前

第２四半期連結累計期間と比べて1,007百万円（20.5％）増加し、営業利益は53百万円（前年同四半期：営業損

失416百万円）となりました。

 

その他

制御機器製造、電子機器製造、画像処理開発等のその他事業の売上高は984百万円となり、前第２四半期連結累

計期間と比べて366百万円（59.3％）増加いたしましたが、営業損益は138百万円の損失（前年同四半期：営業損

失274百万円）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比べて1,794百万円減

少し53,564百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは4,017百万円の収入（前年同四半期：9,165百万円の収入）となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益等のプラス要因が売上債権の増加等のマイナス要因を上回ったことによる

ものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは4,780百万円の支出（前年同四半期：6,945百万円の支出）となりました。

これは主に有価証券の取得による支出等によるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは1,371百万円の支出（前年同四半期：4,825百万円の支出）となりました。

これは主に配当金の支払額等によるものであります。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、4,217百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6) 主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、新たに確定した主要な設備の新設の計画は次のとおりであります。

設備の新設

岡崎工場新棟建設（平成30年３月完工予定）700百万円の設備投資を計画し、資金は自己資金で調達いたしま

す。

 

EDINET提出書類

富士機械製造株式会社(E01495)

四半期報告書

 4/20



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 390,000,000

計 390,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在

発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年11月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 97,823,748 97,823,748
東京証券取引所
名古屋証券取引所
(各市場第一部)

単元株式数 100株

計 97,823,748 97,823,748 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成29年７月１日～
平成29年９月30日

－ 97,823 － 5,878 － 5,413
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（６）【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

大同生命保険株式会社
常任代理人　日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社

東京都中央区晴海１丁目８番11号 6,684 6.83

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 4,341 4.44

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
(信託口)

東京都港区浜松町２丁目11番３号 3,621 3.70

日本トラスティ・サービス信託銀行株式
会社(信託口)

東京都中央区晴海１丁目８番11号 3,433 3.51

富士取引先持株会 愛知県知立市山町茶碓山19番地 2,967 3.03

日本トラスティ・サービス信託銀行株式
会社(信託口９)

東京都中央区晴海１丁目８番11号 2,955 3.02

有限会社サカガミ 愛知県名古屋市中区富士見町５番24号 2,400 2.45

ＣＨＡＳＥ　ＭＡＮＨＡＴＴＡＮ
ＢＡＮＫ　ＧＴＳ　ＣＬＩＥＮＴＳ
ＡＣＣＯＵＮＴ　ＥＳＣＲＯＷ
常任代理人　株式会社みずほ銀行

東京都港区港南２丁目15番１号 1,630 1.67

株式会社名古屋銀行 愛知県名古屋市中区錦３丁目19番17号 1,554 1.59

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
常任代理人　日本マスタートラスト信託
銀行株式会社

東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,483 1.52

計 － 31,071 31.76

（注）１．千株未満の端数は切り捨てて表示しております。

２．上記のほか、自己株式が8,373千株あります。
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３．平成28年12月５日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書にかかる変更報告書において、株式会社三

菱東京ＵＦＪ銀行及びその共同保有者4社が平成28年11月28日現在でそれぞれ以下の株式を所有している旨

が記載されているものの、株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行を除き、当社として当第２四半期会計期間末現在に

おける実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。なお、その大量

保有報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(千株)
株券等保有割合

(％)

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀
行

東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 4,341 4.44

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会
社

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 2,608 2.67

三菱ＵＦＪ国際投信株式会
社

東京都千代田区有楽町一丁目12番１号 199 0.20

三菱ＵＦＪモルガン・スタ
ンレー証券株式会社

東京都千代田区丸の内二丁目５番２号 102 0.10

エム・ユー投資顧問株式会
社

東京都千代田区神田駿河台二丁目３番地11 124 0.13

計 － 7,375 7.54

 
 

４．平成29年10月６日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書にかかる変更報告書において、株式会社み

ずほ銀行及びその共同保有者3社が平成29年９月29日現在でそれぞれ以下の株式を所有している旨が記載さ

れているものの、株式会社みずほ銀行を除き、当社として当第２四半期会計期間末現在における実質所有株

式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。なお、その大量保有報告書の内容

は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(千株)
株券等保有割合

(％)

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町一丁目５番５号 1,185 1.17

みずほ証券 株式会社 東京都千代田区大手町１丁目５番１号 3,145 3.09

アセットマネジメントOne
株式会社

東京都千代田区丸の内一丁目８番２号 2,434 2.39

みずほインターナショナル
Mizuho House, 30 Old Bailey,
London, EC4M 7AU, United Kingdom

0 0.00

計 － 6,765 6.65
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式  8,373,600 － －

完全議決権株式(その他) 普通株式 89,390,200 893,902 －

単元未満株式 普通株式     59,948 － －

発行済株式総数 97,823,748 － －

総株主の議決権 － 893,902 －

（注）　単元未満株式の普通株式には、当社所有の自己株式46株を含めております。

 

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

富士機械製造株式会社 愛知県知立市山町茶碓山19番地 8,373,600 － 8,373,600 8.56

計 － 8,373,600 － 8,373,600 8.56

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 53,956 49,452

受取手形及び売掛金 18,004 ※ 29,431

有価証券 5,570 10,183

商品及び製品 7,463 8,954

仕掛品 14,158 12,488

原材料及び貯蔵品 5,479 5,720

その他 6,932 6,508

貸倒引当金 △20 △20

流動資産合計 111,544 122,717

固定資産   

有形固定資産 17,870 18,289

無形固定資産 6,462 6,517

投資その他の資産   

投資有価証券 22,057 26,725

その他 471 525

投資その他の資産合計 22,529 27,251

固定資産合計 46,862 52,059

資産合計 158,406 174,776

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,250 5,664

1年内返済予定の長期借入金 31 －

未払法人税等 1,691 3,126

製品保証引当金 845 1,022

その他 6,195 ※ 8,857

流動負債合計 14,014 18,671

固定負債   

社債 10,039 10,034

退職給付に係る負債 859 786

その他 2,545 4,032

固定負債合計 13,444 14,853

負債合計 27,458 33,524

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,878 5,878

資本剰余金 5,413 5,413

利益剰余金 119,790 126,333

自己株式 △10,054 △10,055

株主資本合計 121,028 127,570

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 7,739 10,999

為替換算調整勘定 1,892 2,441

退職給付に係る調整累計額 83 41

その他の包括利益累計額合計 9,715 13,482

非支配株主持分 203 199

純資産合計 130,947 141,251

負債純資産合計 158,406 174,776
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 42,404 59,352

売上原価 26,348 35,231

売上総利益 16,056 24,121

販売費及び一般管理費 ※ 11,165 ※ 13,432

営業利益 4,890 10,688

営業外収益   

受取利息 76 100

受取配当金 194 189

為替差益 － 213

雑収入 106 62

営業外収益合計 377 566

営業外費用   

支払利息 △3 △2

支払手数料 15 60

為替差損 574 －

雑支出 2 0

営業外費用合計 588 58

経常利益 4,679 11,196

特別利益   

固定資産処分益 19 15

助成金収入 159 －

その他 － 0

特別利益合計 179 15

特別損失   

固定資産処分損 56 228

投資有価証券評価損 145 －

訴訟和解金 － 434

特別損失合計 201 662

税金等調整前四半期純利益 4,657 10,549

法人税、住民税及び事業税 1,390 3,163

法人税等調整額 △3 △506

法人税等合計 1,387 2,657

四半期純利益 3,270 7,891

非支配株主に帰属する四半期純利益 5 7

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,264 7,884
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純利益 3,270 7,891

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △436 3,259

為替換算調整勘定 △2,193 538

退職給付に係る調整額 329 △41

その他の包括利益合計 △2,299 3,755

四半期包括利益 970 11,647

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 956 11,651

非支配株主に係る四半期包括利益 14 △4
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 4,657 10,549

減価償却費 2,472 2,503

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 409 △132

受取利息及び受取配当金 △271 △290

支払利息 △3 △2

固定資産処分損益（△は益） 36 213

投資有価証券評価損益（△は益） 145 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,213 △11,320

たな卸資産の増減額（△は増加） △272 240

仕入債務の増減額（△は減少） △467 176

未収消費税等の増減額（△は増加） 1,207 1,143

その他 △331 2,383

小計 9,796 5,464

利息及び配当金の受取額 272 291

利息の支払額 △1 △2

法人税等の支払額 △901 △1,735

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,165 4,017

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △3,200 △3,600

有形及び無形固定資産の取得による支出 △3,353 △2,852

有形及び無形固定資産の売却による収入 122 36

投資有価証券の取得による支出 △99 －

定期預金の預入による支出 △1,624 △33

定期預金の払戻による収入 1,210 1,713

その他 △2 △44

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,945 △4,780

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 － △32

配当金の支払額 △1,344 △1,337

自己株式の取得による支出 △3,450 △1

その他 △30 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,825 △1,371

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,541 339

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,147 △1,794

現金及び現金同等物の期首残高 59,357 55,358

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 55,210 ※ 53,564
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につきましては、手形交換日をもって決済処理をしておりま

す。なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年９月30日）

受取手形

設備関係支払手形

－百万円

－

154百万円

159

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日

　　至 平成28年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日

　　至 平成29年９月30日）

従業員給料手当 2,511百万円 2,668百万円

退職給付費用 258 90

研究開発費 2,992 4,217

製品保証引当金繰入額 380 700

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

現金及び預金勘定 53,556百万円 49,452百万円

有価証券勘定(譲渡性預金) 3,219 4,183

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,565 △71

現金及び現金同等物 55,210 53,564
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 1,345 利益剰余金 14.00 平成28年３月31日 平成28年６月30日

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成28年11月10日
取締役会

普通株式 1,393 利益剰余金 15.00 平成28年９月30日 平成28年12月９日

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 1,341 利益剰余金 15.00 平成29年３月31日 平成29年６月30日

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成29年11月９日
取締役会

普通株式 1,789 利益剰余金 20.00 平成29年９月30日 平成29年12月８日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）
合計

 
ロボット

ソリューション
工作機械 計

売上高      

外部顧客への売上高 36,879 4,907 41,786 617 42,404

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1 － 1 1 2

計 36,880 4,907 41,788 619 42,407

セグメント利益又は損失（△） 7,309 △416 6,892 △274 6,618

（注）　その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、制御機器製造、電子機器製造及び画像処

理開発等を含んでおります。

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 6,892

その他の区分の損失（△） △274

セグメント間取引消去 4

全社費用（注） △1,732

四半期連結損益計算書の営業利益 4,890

（注）　全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び技術研究費であります。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）
合計

 
ロボット

ソリューション
工作機械 計

売上高      

外部顧客への売上高 52,453 5,915 58,368 984 59,352

セグメント間の内部売上高

又は振替高
4 0 5 5 10

計 52,457 5,915 58,373 990 59,363

セグメント利益又は損失（△） 12,352 53 12,405 △138 12,267

（注）　その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、制御機器製造、電子機器製造及び画像処

理開発等を含んでおります。

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 12,405

その他の区分の損失（△） △138

セグメント間取引消去 4

全社費用（注） △1,583

四半期連結損益計算書の営業利益 10,688

（注）　全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び技術研究費であります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 34.59円 88.14円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
3,264 7,884

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（百万円）
3,264 7,884

普通株式の期中平均株式数（株） 94,394,578 89,450,480

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 32.22円 81.86円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
△3 △3

（うち支払利息（税額相当額控除後）

（百万円））
（△3） （△3）

普通株式増加数（株） 6,811,989 6,821,282

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成29年11月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額 1,789百万円

（ロ）１株当たりの金額 20円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成29年12月８日

（注）平成29年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年11月10日

富士機械製造株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松　本　千　佳

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 齋　藤　英　喜

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている富士機械製造株

式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から

平成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、富士機械製造株式会社及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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